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西濃地区家庭教育応援通信     Ｎｏ．１０   令和２年１１月９日発行  
 

 

 

西濃県務所 振興防災課 振興防災係 家庭教育担当：酒井 俊亘

電話：０５８４－７３－１１１１  ＜内線２１２＞ 
 

養老町立上多度小学校 家庭教育学級 「在宅取組型」  

令和２年９月１日（火）から９月８日（火）まで 

（地区の東部中学校のテスト期間に 

あわせて行っています。） 

 
 

「一歩前進」 
･ 上多度小学校は、年間２回、ノーメディアデー

の取組を行っています。対象は、全校児童・親

子です。中学校のテスト期間に合わせているの

で、兄弟姉妹で一緒に取り組むことができま

す。 

･ （１）ノーゲームデー（最低週２日）、（２）ゲ

ームの使用時間（平日３０分以内、休日１時間

以内）、（３）使用時刻（午後９時まで、寝る１

時間前までにやめる）と、具体的に規準を決め

ています。 

養老町では、児童会・生徒会・PTA・校長会・教育委員

会が協力して情報モラル「スマイル宣言」を作成していま

す。子どもと保護者に５つの約束を提言しています。 

 

親子で話し合い、わが家の約束

を決めて、取り組んでいます。 

 

養老町立の小中学校は、「『話そう！語ろう！わが

家の約束』運動」として、情報モラル「スマイル宣

言」を進めています。 

 

６年生親子は、メディアデー期間の土曜授業の日に、情報モラル家庭教育学級講

座で「デジタルタトゥー」について学びました。 

 

(講師) アップカルチャースクール ICTインストラクター 臼井 晶子 様 

「ネット社会でスマホはツールとして正しく使うことが求められている。」 
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「一歩前進」 
･ 子どもたちをより楽しませるため、電動でシャボン玉を作

るおもちゃを複数購入し、換気のための大型扇風機を使

って、講師退場時に体育館中にシャボン玉を飛び回らせ

る「シャボン玉シャワー」の計画を立てました。 

･ 成人・家庭教育学級長は、あらかじめ試作をして、親子が

簡単に完成できるように、工作キットに説明の言葉を付け

加えました。 

東小学校では、毎年、ファミリー参観を行い、親子で楽し

む機会を設けてきましたが、新型コロナ感染症予防のため、

体育館での全校による活動ができなくなりました。そこで、

２学年ごと３回に分けて行うことを計画しましたが、親子が

参加すると、３密状態を回避できないことが分かりました。

コロナ禍のため子どもたちの楽しみにしている行事が次々に

なくなっていることを憂い、せめて子どもたちだけでも、サ

イエンス教室を体験させたいという学校とPTAの強い思い

から、中止にはせず、コロナ対策をした上で、子どもたちだ

けの「トリックアート鑑賞会」としました。親は参加できな

くなりましたが、家庭でのコミュニケーションを増やそうと

いう思いから、今回の「トリックアート」に関連した工作を

作ることにしました。 

 

大垣市立東小学校 家庭教育学級  

「学校行事」+「在宅取組型」   

令和２年１０月３日（土） 

成人・家庭教育委員会の年間テーマ 

「楽しく子育て 笑顔がつなぐ明るい家庭」 

トリックアート 

～不思議な動く絵～ 
【講師】)  美川 圭介 様 

実際のドラゴンの顔部分は凹ん

でいますが、立体に見えます。見

る角度を変えると、追ってくるよ

うに首の角度が変わります。 

全校一斉でなく、２学

年ごとにして、子どもだ

けの参加にしました。親

は子どもからサイエン

ス教室の話を聞き、一緒

にトリック作品を作り

楽しむ在宅取組型家庭

教育学級としました。 
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養老町立養北こども園 家庭教育学級  

「在宅取組型」  毎月１週間（第２週目） 

「一歩前進」 

･ 園の基本生活習慣年間計画に合わせて、同じ内容を家

庭で取り組む在宅取組型家庭教育となっています。 

･ 夏休みには、「話そう！語ろう！わが家の約束運動」

「なつのげんき調べカレンダー」を行っています。 

･ 年間計画は月に１週間ずつでしたが、コロナ禍のた

め、４月、５月はお休みしました。６月から「あいさ

つ」に取り組みましたが、子どもや保護者に好評で、

隔週で２週間行いました。 

･ チェック項目は、発達年齢に合うようにアレンジして

います。 

･ 取組カードは、「こころみつけ」（よいことみつけ）の

カードと同じ大きさにして、一緒に掲示し、１年の終

わりに幼児に渡すことにしています。 

･ 毎月の園だよりで取り組む生活習慣化キャンペーン

を紹介し、集計結果や子どもの様子をおたよりで伝え

ています。 

 

３年前に養北小学校の東西にあった幼稚園と保育

園が一緒になり、幼保連携型こども園になりました。

新しい園舎ができるまでの２年間は、幼稚園の園舎に

４，５歳児、０歳から３歳児が保育園の園舎に分かれ

て利用していました。 

・「生活キャンペーン」は、幼稚園だけで行われていま

したが、「小さいころから取り組んだ方が効果が上が

る」という保護者の声を受けて、全親子対象で年間、

月ごとに重点を設けて取り組むことになりました。 

 

「おうちで家庭教育」の案内文、QRコ

ードを利用しました。「よくわかった。」

「おもしろい。」と好評でした。 

最初のおたより

で家庭教育学級の

意義について説明

しています。 
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池田町内には、温知・池田・八幡・養基の４つの児童館があり、毎週木曜日に未就学児親子対象に「にこち

ゃんタイム」を順番に行い、その日は、保護者の方が支援員と相談できる日になっています。支援員は、温知

子育て支援センターに常駐し、児童館・支援センター等を回って相談を受けています。

児童館は、０歳から小学校６年生までが対象です。小学校児童は、平日でも、帰宅してから遊びにきます。

火から金曜日は、お弁当を持ってきて食べることができるため、未就学児の親子は、午前中から午後までゆ

ったりと遊ぶことができます。現在は、コロナのため、利用者は池田町在住者に限られています。 

また、４つの児童館合同で保護者の方対象に「子育て講座」も行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年に片山保育園に隣接した「池田町子育て・就労応援センター」がオープンしました。「児童

館」「地域子育て支援センター」「子育て世代就労応援センター」の３つの機能を有する施設です。室内

は、県産の木材を使用しており、清潔で明るい施設となっています。「八幡児童館」はこの施設の中にあ

ります。 
「八幡児童館」は０歳から小学校６年生が対象、 

「片山子育て支援センター こあら」は未就学児 

対象、「子育て世代就労応援センター」は就職を 

希望する子育て世帯対象となっています。 

池田町の子育て支援センターは、他に、「温知子 

育て支援センター かんがるー」があり、どちら 

も定員制で保護者向けの講座が行われています。 

池田町立児童館合同 「子育て講座」  

池田町立温知児童館にて 

令和２年１０月２９日（木）１０：３０～１１：３０ 

コロナ禍の中、体を動かす機会が少なくな

ってしまったお母さん。子育て真っ最中のお

母さん方にリフレッシュしてもらおうと企

画されました。講師の動きに合わせ、いろい

ろな国の曲を楽しみながら踊ります。赤ちゃ

んを抱っこしたままのお母さんも元気いっ

ぱいです。休憩の時間には、隣で遊んでいる

子どものところへまっしぐら。子どものこと

が心配なのですね。でも、１時間たっぷり身

体を動かしてリフレッシュできたようです。 

池田町立八幡児童館 「にこちゃんタイム」 

令和２年１０月２２日（木）１０：３０～１１：００ 

池田町子育て・就労応援センター 

歌と踊りで緊張をほぐしたあ 

とは、別の部屋に隠してあるか 

ぼちゃを探しました。親子で１ 

つのかぼちゃ。テープで目と口を付けて、帽子を

かぶせればできあがり。残りの時間は、手遊びと

読み聞かせで楽しみました。 

顔見知りの親子の参加で、それぞれの乳幼児

に注がれる温かなまなざしと名前を呼びかける

声が印象的でした。 
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取組期間   8月1日（土）～8月16日（日） 

             参 加 者   全校親子 
 

家族の得意なことを子どもに伝えて一緒に体験することで、 

                    家庭のつながりを大切にする在宅取組型家庭教育学級 
下石地区は、昔から、自営で陶器を作っている家が多い「物づくりの町」です。そのため、１年生から６年生まで、地場産
業を学ぶ取組を行い、図工の授業では、１年はテラコッタ、２年から５年までは釉薬をかけた陶器、６年は土器に取り組み、
作陶に親しんでいます。 
「おうち先生から学ぼう」は、そんな「物づくりの町」が元になって生まれた取組です。家族のだれかが先生になって、得
意なことを子どもに伝えて一緒に体験し、子どもと共に過ごす時間を大切にして、家族の絆を深めます。 
記録用紙には、教えてもらったことを絵や写真にして、親子で感想を書いて提出しました。記録用紙は、お母さん、お父さ
ん、おばあちゃん、おじいちゃんの得意なことを学んだ、温かい家族のふれあいでいっぱいでした。 

  

取組の内容 

・家族のだれかが先生になって、子どもに得意なことを教える。 

・子どもと一緒に体験し、共に過ごす機会にする。 

・取組期間中の都合のよいときに実施し、記録用紙に、絵や写真でまとめ、感想を書く。 

・家庭教育委員会から、子ども達に、「おうち先生から学びましたで賞」の賞状を贈る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

【このよさを学びたい！】 
・「陶芸家のお父さんから陶芸を学ぶ」
「美容師のお母さんから髪の切り方を学
ぶ」「おばあちゃんから裁縫を学ぶ」「お
じいちゃんから釣りを学ぶ」等、家族の
得意なことを学ぶことで、子どもが家族
の良さに気付き、ふれあう機会が増え
て、家族の絆が深まったこと。 
・「上手にできたね」「素質があります」
「完全にマスターできました」等、家族か
ら温かい感想をもらった子どもたちは、
自分に自信をもって生活できること。 
・家庭教育委員会から賞状が贈られ、夏
休みの素敵な思い出が認められ、家族
みんなの心に残っていくこと。 

実施の 
お願い 

陶芸家のお父さんから 美容師のお母さんから 

大工のお父さんから 電気工事をお父さんから 

家庭教育
委員会か
ら子ども
達へ贈ら
れた賞状 

東濃地区の家庭教育学級の紹介 

うまくできたので、うれしかったです。 

上手にできたね。焼いたら、ごはんを入
れてたべてみよう。 

むずかしかった。びようしになりたいとおもった。 

始めはむずかしいと言っていましたが、
切り始めると楽しいに変わりました。い
い経験になったと思います。 

最初は、くぎを打ち終わるまでに時間がかかった
けど、お父さんに教えてもらったら、最初とくらべて
はやく打てるようになりました。 

たのしかった。 

一番大切な「家族」のことは、ネッ

トには載っていません。この取組を

することは、「家族」を深く理解す

ることができますね。 



                                        6 / 6 

 

 

 

家庭教育HPがリニューアル！ 

QRコードを修正しました。（2020年１１月１日） 
プレゼンや文書のダウンロードは    西濃県事務所    ⇒家庭教育 

大工30年の私より上手でした。 
素質があります！！ 

事例紹介 

「子どもと一緒に何しよ

う？！」キャンペーン 

在宅取組実践カード 

在宅取組簡単パック 

家庭で子どもと一緒に

使える取組あれこれ 
プレゼンのQRコード付き 

在宅取組案内文 

子育てについて学べ

る解説付きプレゼン集 

現在６種類 

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
家
庭
教
育

学
級
の
事
例
が
い
っ
ぱ
い
！ ３ステップで簡単に在

宅取組ができます！ 
西濃家庭教育応援通信 

現在幼小中別３種類

すぐに使えます！ 

検索 

西濃の家庭教

育学級の事例

が７年分！ 

何に取り組むか困っ

たときはこちら！ 

学校名・園名を変えて


